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16号竪穴の南西隅に見つかった合わせ皿の2組の容器（中に何が入れられているのか未確認） 
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【石帯　鉈尾について】

 6.8×4.4㎝の黒色の石材を用いて作られた蛇尾です。

表面は研磨され、裏面は石挽き鋸で切断、粗削りされた

のち、ベルトに取り付けるための２孔1対の穿孔が3箇所

に開けられています。 
 石帯とは、巡方、丸鞆を複数貼り付けたベルトの端部に

付けられた装飾品です。6号竪穴の床面から1点のみ出

土しました。 
山梨県内では金属製品を含め30個以上の腰帯具が見つ

かっていますが、石製品としては16点目、鉈尾としては笛

吹市大原遺跡（玉井郷長が居住したらしい集落遺跡）に

続き、2例目の発見となります。 
 奈良時代に金銅製が用いられ、大きさによって官位を

示したようですが、平安時代になると石製が主となり、平

安京の貴族邸宅内の工房で作られたことがわかっていま

す。 
孔の拡大写真 
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